
 

平成２５年度当初予算 施策別取組概要 
 

 
                   32301 地域資源を活用した産業の振興  （雇用経済部） 

32302 新たなビジネスの創出等の促進  （雇用経済部） 

（主担当部局：雇用経済部）       32303  地域の特性に応じた商業の振興   （雇用経済部） 
                   32304  経営基盤の強化          （雇用経済部） 

 

 
 地域資源を活用した新たな産業創出に向けた取組が増えてきている中、さまざまな主体が活力を結

集して地域づくりを進め、地域の中小企業者等が自らの経営革新、地域資源を活用した新商品の開発

および販路開拓への積極的なチャレンジや、市町の取組と連携した商店街等の魅力向上により、地域
産業の活性化が図られています。 

 

 
 

 

 ※各指標のＨ23 年度数値は現状値 

 

目標項目の説明 

工業統計調査用産業分類における地域資源活用関連産業分野（食料品製造業、木材・木製品製造業、

陶磁器・鋳物製造関連）の製造品出荷額等の平成 23年（平成 22 年実績数値）を 100 とした場合の伸

び率 

 

 

※各指標のＨ23 年度数値は現状値 

 

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 
103 

（23 年） 

106 

（24 年） 
 

112 

（26 年） 地域資源活用関連産業の製造品

出荷額等の伸び率 
実績値 

100 

（22 年） 
    

目標項目  H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

目標値 － 10 社 20 社  40 社 地域資源を活用した新商品を開

発し、売り上げにつながった企業

数（累計） 
実績値 －   

 
 

目標値 － 10 件 20 件  40 件 新しい商品・サービス等の創出件

数（累計） 実績値 －     

目標値 － ３者 ６者  12 者 商業活性化の取組により集客増

や収益向上に結びついた事業者

等の数（累計） 
実績値 －   

 
 

目標値 － 160 件 320 件  650 件 商工団体等の支援により新たな

事業展開に至った件数（累計） 実績値 －     

平成 27 年度末での到達目標 

施策の数値目標 

３２３ 地域の価値と魅力を生か

した産業の振興 

県民指標 

活動指標 



 

 

・ サービス産業の生産性向上セミナーを開催し、県内事業者等に全国で先進的に取り組まれている
事例について紹介するとともに、その後の意見交換で、「生産性向上のためのプロセスの標準化」

や「従業員のモチベーション向上」などが課題としてあげられました。今後は、生産性向上の勉

強会を開催するなど人材育成に取り組むとともに、「おもてなし経営」の普及啓発やサービス関

連企業等とのネットワーク構築に取り組む必要があります。 
・ 地域資源を活用した産業の活性化を図るため、熊野市や大台町などにおいて事業者、商工関係団

体等と連携し、外部の専門家を加えて、商品化の現状や、強み・弱みの分析と再発見を行いまし

た。その結果、地域には可能性を秘めた資源や商品が多いが、その多くは商品化のためのブラッ

シュアップや販路開拓などが課題となっており、デザイナー等専門家と連携した取組を促進する

必要があります。 

・ 伝統産業・地場産業の棚卸と再発見を進め、桑名市、四日市市、鈴鹿市、伊勢市、伊賀市などの

伝統産業等事業者、産地組合、市町担当者、商工団体等と伝統工芸品等の現状を聴き取るととも

に、課題等について意見交換を実施しました。その中で、海外も視野に入れた販路拡大、ライフ

スタイルに対応した新商品の開発及び人材確保や後継者の育成などが課題としてあげられました。 

・ 「地域プロデューサークラス～三重編」講座の昨年度の受講生による自主的なイベントや交流会
が首都圏・三重県で行われており、三重の魅力共感者ネットワークにおける共感者は 1 万人を超

えています。このネットワークのさらなる拡大・深化を図るため、今年度も同講座を 10 月から開

催するとともに、新たな受講生と受講修了生との連携した取組が行えるような環境づくりが必要

です。 

・ 地域資源を活用した新商品・サービスの開発とその販路開拓を促進するため、「みえ地域コミュ

ニティ応援ファンド」等のファンド助成金により 15 の取組を支援しています。また、「みえ地域

コミュニティ応援ファンド助成金」において、ものづくり事業者等が活用しやすいよう助成限度

額、助成期間等を拡充しました。今後、さらなる活用促進が必要です。 

・ リーマンショック、円高、デフレ、東日本大震災などの影響による売上減少などに対する経営安

定化のための資金、創業・再挑戦のための資金や小規模事業者のための資金を中心に利用が進む

など、中小企業の資金調達の円滑化を図りました。一方、長引く景気低迷の下、平成 25 年３月

末の中小企業金融円滑化法の期限切れに向けて、借入金の返済猶予を受けている中小企業の抜本

的な事業再生や経営改善が遅れていることなどの課題があります。 

・ 津市や亀山市において、行政をはじめとするさまざまな主体が中心市街地活性化について話し合

う場に、全国キーパーソンを派遣し、商業活性化のための新しい価値を考える仕組みづくりを進

めています。引き続き、各地域の商業活性化に向けた取組に対して、関係団体等と連携し支援し

ていく必要があります。 

・ 中小企業の新分野進出や新たな事業開拓を進めるため、商工団体等と連携し、経営革新、経営人

材育成支援、販路開拓などの取組を支援しています。 

・ 商工団体等における経営支援の現場に同行し、約 80 社の現場の声を聴いた結果、特に小規模事

業者の現場ニーズに対応していくためには、支援機関が一体となった地域横断、分野横断的連携

による支援、グループ化などの事業者間連携による小規模事業者の弱点の克服、専門家、クリエ

ーターとの連携による生産性向上、商品開発、販路開拓などの支援を強化していくことが必要です。 

 

 

 

 

進捗状況（現状と課題） 



 

 

 
 
・ サービス産業の生産性向上と新たなサービス創出による成長を目指して、ＱＣ活動等に学ぶセミ

ナー開催や現場診断を進めるとともに、企業の自主的な取組を支援する市町、金融機関、教育・

研究機関、先進企業などによるプラットフォーム機能を構築していきます。 また、従業員、地
域、顧客との関係性を重視し、単純な価格競争から脱却し、高付加価値・差別化サービスを提供

する「おもてなし経営」の普及・啓発に努めます。 
・ 地域資源を活用した商品のブラッシュアップの取組や販路開拓を進めるため、平成 25 年度設置予

定の首都圏営業拠点を活用し、首都圏で活躍するデザイナーやクリエーター等と事業者とのマッ

チング機会の創出を行うなど、消費者ニーズに応える商品の開発や販路開拓を支援していきます。 
・ 伝統産業・地場産業の活性化を図る上で課題となっている、海外も視野に入れた販路拡大やライ

フスタイルに対応した新商品の開発等について、デザイナーやクリエーターを活用し、積極的に

事業者を支援していくとともに、地域資源を活用した商品の開発から販路開拓までを総合的に支

援する新たな仕組みづくりに取り組みます。また、人材確保や後継者の育成などについて聴き取

りを実施し、その結果を踏まえ有効な支援を行っていきます。 
・ 三重の魅力共感者ネットワークにおける共感者をさらに増やしていくため、「地域プロデューサ

ークラス～三重編」講座の受講修了生等による自主的なイベント等について、フォローアップを
行っていきます。また、引き続き三重をトータル的に売り込む講座の開設に向け、効果的な広報

や講座の内容等について関係者等と十分に協議を行い、さらなる三重の共感者ネットワークの拡
大・深化を図っていきます。 
・ 「みえ地域コミュニティ応援ファンド助成金」等の活用を促進するため、市町や商工団体、産業

支援センター等との情報共有を密にして、事業者にファンド活用を強く働きかけるとともに、フ

ァンド助成対象者に対しては、円滑な事業展開を図るためのフォローアップを行います。 
・ 中小企業金融円滑化法の終了後、県内中小企業の経営環境の悪化が予想されることから、「三重県

中小企業支援ネットワーク会議」の参加機関などと連携し、中小企業の経営改善・事業再生の促

進等を図るとともに、中小企業再生ファンド組成について、県内金融機関等とともに、本県にお

ける具体的な企業事例を踏まえながら、その有効性と必要性を検証・研究していきます。 
・ 中小・小規模事業者が持てる力を発揮し、自発的に挑戦するアクティブ・カンパニーとして、「み

え産業振興戦略」に位置付けられた成長戦略に取り組む際に、先端ものづくり中小企業や生産性

向上を図る中小サービス業などが活用できる新たな県単融資制度や、市町と連携した地域産業の

課題解決のための金融助成制度の創設を検討します。 
・ 地域活性化へ向けて、商業者や市町、住民などさまざまな主体が地域の生活インフラである商店

街等の重要性を認識し、自ら取り組もうとする新しい価値創造に向けた活動に対して支援すると

ともに、この活動が売上げ向上などの具体的な成果に結びつくために、個店の魅力づくりや連携

など商店主が主体的に行う勉強会等へのサポートや県内ネットワーク創出に向けた支援を関係団

体と連携して進めていきます。 
・ 中小企業の新分野進出や新たな事業開拓を進めるため、商工団体や大学等と連携し、経営革新、

経営者育成の取組と一体となって進めるとともに、特に経営者の育成については、「経営者育成道

場」により三重大学との連携や首都圏営業拠点を活用したビジネスマッチング等によって、人的

ネットワークの構築を図っていきます。また、ニュービジネス協議会など関係機関と連携した支

援体制を構築し、ニュービジネスの創出支援にも取り組んでいきます。 
 

平成 25 年度の取組方向 

雇用経済部 



 

・ 小規模事業者の支援にあたっては、県だけではなく、市町や商工団体など、地域が一体となって

取り組んでいくことが重要であることから、産業支援センター、商工団体等と連携し、キャラバ

ン隊として、さらなる現場ニーズの把握、支援施策の普及、個別課題解決の支援、地域活性化へ

の気運醸成を働きかけるとともに、小規模事業者のグループ化、生産性向上、技術課題解決等を

支援します。 
・ 「みえ産業振興戦略」を具現化し、中小企業への支援をさらに積極的に進めていくため、国の中

小企業基本法や小規模企業支援法の改正に向けた議論や、県議会の「三重県地域産業振興条例」

の検証などと整合を図りながら、中小企業の振興に関する条例の制定に向け検討していきます。 

 

 

 
 
 
●グローカルビジネス創出促進事業【基本事業名：32301 地域資源を活用した産業の振興】 

   予算額：(24) １１，６８６千円 →  (25)   ２０，７２２千円 

   事業概要：伝統産業・地場産業や地域資源を活用した産業の直面する課題である、「ライフス

タイルの変化等による需要の低迷」や「消費の縮小」などに対応していくため、首

都圏や県内外のクリエイティブ分野で活躍するデザイナー等の専門家の協力を得や

すい環境づくりに取り組むとともに、地域資源を活用した商品の開発から販路開拓

までを総合的に支援する新たな仕組みづくりや海外を視野に入れた販路拡大の取組

を進めます。                                                                                                          

 

● 「メイド・イン・みえ」情報戦略事業【基本事業名：32301 地域資源を活用した産業の振興】 

   予算額：(24) １０，０００千円 → (25)  ６，６１６千円 

   事業概要：「特定少数」の三重の魅力共感者をターゲットにした講座を丸の内朝大学（東京）

で開催し、これまでに培った三重の魅力共感者と連携したさまざまな活動を通じて、

さらなる共感者ネットワークの拡大・深化に取り組みます。   

 

●（新）三重県産品流通機能構築トライアル事業 

【基本事業名：32301 地域資源を活用した産業の振興】 

   予算額：(24) － 千円 → (25)  ４，０３５千円 

   事業概要：三重県産品を積極的に取り扱う地域商社機能を持つ事業者をモデルケースとして活

用することにより、首都圏への物流ネットワーク構築を視野に入れた販路開拓の推

進のために必要な課題等を把握し、首都圏営業拠点を有効に活用するための手法に

ついて検討します。  

 

●（新）ＱＣ活用サービス高付加価値化推進事業 

【基本事業名：32302 新たなビジネスの創出等の促進】 

   予算額：(24) － 千円 → (25)  ４，４０６千円 

   事業概要：県内雇用の６割以上を占めるサービス産業には、ものづくり産業に比べ労働生産性

の伸びが低いという課題があることから、ＱＣサークルなど生産性の高いものづく

り産業や企業の手法から学ぶことにより、生産性向上や高付加価値化、新市場の開

拓等に取り組む環境づくりを推進し、サービス産業の転換、強化を図ります。 

主な事業 

雇用経済部 



 

●（一部新）ニュービジネス創出人材育成事業 

【基本事業名：32302 新たなビジネスの創出等の促進】 

   予算額：(24) １６，５８２千円 → (25)  １５，３９０千円 

   事業概要：中小企業が自らの強みを生かし、時代のニーズを捉えた新分野への進出などを促進

するため、大学やニュービジネス協議会などの関係機関と連携し、人的ネットワー

クの構築を含めた力強い企業家人材の育成などに取り組みます。また、関係機関と

連携の上、専門的な知見からのアドバイスを行う体制を構築するなど、ニュービジ

ネス創出のための支援に取り組みます。 

 

●（一部新）商店街等活性化支援事業【基本事業名：32303 地域の特性に応じた商業の振興】 

   予算額：(24) ４，３０７千円 → (25)  ９，２４６千円 

   事業概要：商店街等の活性化を進めるため、市町をはじめ、住民等さまざまな主体が連携した

地域ぐるみの取組や、それらの課題に対応するためのプロジェクトを支援していき

ます。さらに、商店街等の県内集客地域で地域産品等の販路拡大につながる取組に

対して市町を通して支援します。 

 

●中小企業金融対策事業【基本事業名：32304 経営基盤の強化】 

   予算額：(24) ９５９，８４５千円 → (25)  ８３４，０３２千円 

   事業概要：県内中小企業の金融の円滑化を図るため、金融機関の協力を得て、信用保証制度を

取り入れながら、県単融資制度を運用し、中小企業の健全な発展を図ります。 

 

●（新）小規模事業者支援連携プロジェクト推進事業【基本事業名：32304 経営基盤の強化】 

   予算額：(24) － 千円 → (25)  ８，９５７千円 

   事業概要：地域の雇用や社会を支える小規模事業者を支援し、地域経済の活性化を図るため、

商工関係団体等と連携してキャラバン隊による、さらなる現場ニーズの把握、支援

施策の普及、個別課題解決の支援、地域活性化への気運醸成の働きかけを実施する

とともに、小規模事業者のグループ化、生産性向上、技術課題解決等を支援します。 

  

●（新）三重県中小企業振興条例（仮称）制定事業【基本事業名：32304 経営基盤の強化】 

   予算額：(24) － 千円 → (25)  １，９４４千円 

   事業概要：「みえ産業振興戦略」の理念などを関係者が共有し、中小企業の振興を強力に推進

していくため、三重県中小企業振興条例（仮称）の制定に向けた検討を進めます。 

 


